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芭
蕉
物
語 

―
俳
聖
の
故
郷
か

ら
―
　
（
県
立
女
子
大
学
出
前

講
座
）

　
俳
聖
芭
蕉
の〈
人
と
作
品
〉を

〈
故
郷
伊
賀
〉に
注
目
し
な
が
ら
自

分
史
的
に
読
み
解
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。「
芭
蕉
物
語
」の
営
み
は
、受
講

生
の
皆
さ
ん
の
内
省
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
は
ず
で
す
。「
楽
し
く
学
び
、

人
生
の
た
め
に
も
な
る
」、そ
ん
な

講
座
を
目
指
し
ま
す
。

講
師
　
県
立
女
子
大
学
文
学
部

　
教
授
　
安
保 

博
史
　
氏

日
程

　
○
第
１
回
目
　
７
月
25
日（
木
）

午
後
７
時
〜
９
時
　
「
芭
蕉
と

故
郷
」

　
○
第
２
回
目
　
８
月
１
日（
木
）

午
後
７
時
〜
９
時
　
「
自
分
史

と
し
て
読
む
芭
蕉
文
学
」

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

※
入
場
無
料
、
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

後
援
　
玉
村
町
、
玉
村
町
教
育
委

員
会

問
い
合
わ
せ
先

　
原 

幹
雄
　
☎（
64
）６
２
７
２

　
加
賀
美 

宏
　
☎（
65
）２
４
３
７

玉
村
町「
は
つ
ら
つ
健
康
教
室
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
こ
の
教
室
は
、
足
腰
が
弱
く
な

っ
て
心
配
！
　
外
出
の
機
会
が
減

っ
て
き
た
！
　
な
ど
、
今
後
の
生

愛
好
会
の
制
作
担
当
者
が
、
丁
寧

に
指
導
し
ま
す
。
そ
の
手
作
り
甲

冑
を
着
て
「
武
者
行
列
」
へ
の
参

加
が
で
き
ま
す
。
現
在
は
、
女
性

武
者
も
沢
山
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
の
下
、
お

祭
り
を
見
に
来
て
い
る
多
く
の
皆

さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
と
共
に
、
仲

間
と
の
一
体
と
な
っ
た
行
進
は
気

分
爽
快
で
楽
し
い
で
す
よ
。

　
玉
村
町
お
よ
び
近
郊
に
お
住
ま

い
の
外
国
人
の
皆
さ
ん
も
、
甲
冑

に
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
後
の
「
武
者
行
列
」
参
加
予

定
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
（
作

り
置
き
甲
冑
を
着
て
の
参
加
も
可

能
で
す
。
）

○
高
崎
箕
輪
城
ま
つ
り
（
10
月
）

○
上
州
沼
田
真
田
ま
つ
り（
11
月
）

○
玉
村
町
軍
配
山
ま
つ
り
「
出
陣

式
」
（
11
月
）

※
日
程
は
未
定

連
絡
先
　
玉
村
町
手
作
り
甲
冑
愛

好
会
代
表
　
斉
藤

　
☎
０
９
０
（
１
５
５
３
）
７
３

７
４

自
然
の
中
で
遊
ぼ
う
！
　
体
験

し
よ
う
！
　
「
こ
ど
も
の
森
ま

つ
り
」
開
催

　
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
川
遊

び
、
生
き
物
探
し
や
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
フ
ト
な
ど
、
自
然
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
遊
び
や
体
験
が
楽
し
め

ま
す
。
ス
イ
カ
割
り
や
こ
ど
も
遊

び
、
木
工
工
作
も
あ
り
、
ご
家
族

連
れ
で
楽
し
く
過
ご
せ
ま
す
。

日
時
　
８
月
４
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
　
岩
倉
自
然
公
園
水
辺
の
森

エ
リ
ア
（
雨
天
：
ふ
る
ハ
ー
ト

ホ
ー
ル
）

参
加
費
　
無
料
　
※
当
日
受
付

持
ち
物
　
飲
み
物
、
シ
ー
ト
、
川

に
入
る
靴
な
ど

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の

付
き
添
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
催
　
岩
倉
自
然
公
園
水
辺
の
森

を
愛
す
る
会

問
い
合
わ
せ
先
　
玉
村
町
住
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
ぱ
る
」

　
☎
（
65
）
７
１
５
５

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
８
月

の
講
習
会
募
集
案
内

講
座
名
　
「
T
W
I
ダ
イ
ジ
ェ
ス

　
ト
版
講
習
」

概
要
　
現
場
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
と

さ
れ
る
「
仕
事
の
教
え
方
」
、

「
改
善
の
仕
方
」
、
「
人
の
扱

い
方
」
の
３
つ
の
Ｔ
Ｗ
Ｉ
コ
ー

ス
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
実
施
し
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
身
に
つ

け
ま
す
。

日
時
　
８
月
21
日
（
水
）
〜
23
日

（
金
）

　
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

受
講
料
　
９
，
６
０
０
円

定
員
　
10
人
　

応
募
締
切
　
７
月
31
日
（
水
）

持
参
物
　
筆
記
用
具

講
座
名
　
「
2
D
―
C
A
D
活
用

　
技
術
（
設
定
編
）
」

概
要
　A
utoC

A
D
2017

の
各
種

設
定
を
習
得
す
る
講
習
で
す
。

レ
イ
ヤ
設
定
、
ブ
ロ
ッ
ク
機
能
、

印
刷
設
定
な
ど
を
活
用
し
、
効

率
的
なA

utoC
A
D

の
操
作
方

法
を
習
得
し
ま
す
。

日
時
　
８
月
24
日
（
土
）
、
９
月

７
日
（
土
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

受
講
料
　
９
，
６
０
０
円

定
員
　
10
人

応
募
締
切
　
８
月
５
日
（
月
）

持
参
物
　
筆
記
用
具

※
定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、

講
習
開
催
初
日
の
２
週
間
前
ま

で
募
集
を
延
長
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
持
参
物
の
詳
細
は
、

前
橋
産
業
技
術
専
門
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
場
所
　
前
橋
産
業
技
術
専
門

校
（
前
橋
市
石
関
町
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http:

　//w
w
w
.m
aetech.ac.jp

※
そ
の
他
に
も
講
座
が
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

128
　今月は下新田７丁目地区の紹介です。毎週水曜日の午前８時50分
から勤労者センターで筋トレに励んでいます。

　週に１回みんなと会って話
をすることが、気持ちの上で
ハリになり、切り替えになっ
ています。みんなで集まっ
て、お話ししているだけでも
嬉しいです。筋トレに参加す
ることで、病気にならず、元
気にやっています。

参加の皆さんの声参加の皆さんの声参加の皆さんの声

活
に
心
配
が
あ
る
人
を
対
象
に
し

た
健
康
教
室
で
す
。
楽
し
い
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
21
日
・
28
日
、
９
月

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
、

10
月
２
日
　
※
す
べ
て
水
曜
日

　
午
後
１
時
〜
３
時
　
全
７
回

会
場
　
介
護
老
人
保
健
施
設
た
ま

む
ら
　
１
階
会
議
室

対
象
地
域
　
町
内
全
地
区

対
象
者
　
足
腰
が
弱
く
な
り
生
活

に
不
安
が
あ
る
人
、
ま
た
は
要

支
援
１
お
よ
び
２
の
認
定
を
持

っ
て
い
る
人

定
員
　
20
人

内
容
　
運
動・認
知
症
予
防
講
座・

歯
科
栄
養
講
座
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

申
込
期
間
　
７
月
１
日
（
月
）
〜

８
月
７
日
（
水
）

申
込
方
法
　
玉
村
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
つ
の
だ
へ
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
☎
（
65
）
０
５
３
３
　
　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
め
て

参
加
す
る
人
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

玉
村
町
手
作
り
甲
冑
愛
好
会
会

員
募
集

　
手
作
り
で
自
分
専
用
の
甲
冑
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
　
制
作
は

　FMたまむら（77.3
MHｚ）で月～金曜日
の朝、昼、夕（午前７時
15分～・午後１時25
分～・午後５時30分
～）に「玉村町からの
お知らせ」（行政情報）
を放送中。

　災害時には、町から
の情報を緊急放送し
ます。
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・
25
日
、

10
月
２
日
　
※
す
べ
て
水
曜
日

　
午
後
１
時
〜
３
時
　
全
７
回

会
場
　
介
護
老
人
保
健
施
設
た
ま

む
ら
　
１
階
会
議
室

対
象
地
域
　
町
内
全
地
区

対
象
者
　
足
腰
が
弱
く
な
り
生
活

に
不
安
が
あ
る
人
、
ま
た
は
要

支
援
１
お
よ
び
２
の
認
定
を
持

っ
て
い
る
人

定
員
　
20
人

内
容
　
運
動・認
知
症
予
防
講
座・

歯
科
栄
養
講
座
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

申
込
期
間
　
７
月
１
日
（
月
）
〜

８
月
７
日
（
水
）

申
込
方
法
　
玉
村
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
つ
の
だ
へ
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
☎
（
65
）
０
５
３
３
　
　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
め
て

参
加
す
る
人
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

玉
村
町
手
作
り
甲
冑
愛
好
会
会

員
募
集

　
手
作
り
で
自
分
専
用
の
甲
冑
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
　
制
作
は

　
こ
ん
に
ち
は
。玉
村
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
戸
井
田
　
裕
希

（
と
い
だ
　
ゆ
う
き
）で
す
。こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、移
住
者
の
目
線

か
ら
見
た
町
内
の
魅
力
的
な
観
光

物
産
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
上
之
手
に
あ
る「
寿
司
け
ん
」は
、

海
鮮
丼
や
寿
司
が
メ
イ
ン
の
お
店
。

で
す
が
、私
が
お
す
す
め
し
た
い

の
は
、こ
こ
の「
牛
も
も
に
ぎ
り

（
上
州
牛
）」で
す
。

　
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。見
て

く
だ
さ
い
こ
の
霜
降
り
！
　
生
肉

の
赤
身
が
美
し
く
、見
た
目
も
良

い
。も
も
肉
で
す
の
で
噛
み
応
え

も
柔
ら
か
く
、舌
の
温
度
で
サ
シ

が
ト
ロ
け
て
ゆ
き
ま
す
。東
京
の

高
級
店
で
味
わ
う
か
の
よ
う
な
、

贅
沢
な
逸
品
。そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

東
京
で
修
業
し
た
店
主
が
握
り
ま

す
。し
か
も
、こ
の
肉
寿
司
、に
ぎ

り
８
カ
ン
に
、魚
介
の
だ
し
が
き

い
た
本
格
味
噌
汁
付
き
で
、１
，１

０
０
円（
税
抜
き
）と
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
お
値
段
で
い
た
だ
け
ち
ゃ
い

ま
す
。

　
な
ぜ
、こ
の
新
鮮
な
上
州
牛
を
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
で
提
供
で

き
る
の
か
。皆
さ
ん
、玉
村
町
に
は

群
馬
県
食
肉
卸
売
市
場
が
あ
り
ま

す
よ
ね
。寿
司
け
ん
で
は
、一
部
の

お
肉
を
群
馬
県
食
肉
卸
売
市
場
を

通
し
て
仕
入
れ
て
い
る
ん
で
す
。

　
近
年
、牛
の
赤
身
肉
が
美
肌
に

良
い
と
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。美
肌
づ
く
り
に
必

要
な「
タ
ン
パ
ク
質
」「
鉄
」「
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
」の
栄
養
素
が
、赤
身
肉
に

は
含
ま
れ
て
い
る
ん
で
す
。

　
贅
沢
な
肉
寿
司
を
ぜ
ひ
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

寿
司
け
ん（
上
之
手
２
１
３
ー
９
）

☎（
64
）４
８
８
４

玉村町地域おこし協力隊 検索

「玉村グルメかるたの旅」　
公式ブログ

玉村町地域おこし
協力隊公式Twitter


